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休
耕
田
の
あ
ら
く
さ
の
な
か
菜
の
花
の
黄
に
満
つ
る

あ
た
り
虻
群
れ
て
飛
ぶ

石
沢
　
敏
子

お
も
む
ろ
に
木
枠
ゆ
ら
し
て
媼
ら
は
光
を
掬す

く

ふ
ご
と

く
紙
漉
く

鈴
木
　
和
江

み
づ
霜
の
あ
し
た
の
庭
に
ふ
る
へ
を
る
白
蝶
を
そ
と

日
当
り
に
押
す

斎
藤
タ
カ
子

三
日
三
晩
集
中
治
療
室
に
臥
せ
し
ま
ま
姉
は
帰
ら
ぬ

ひ
と
と
な
り
け
り

山
田
　
　
濱

か
ぜ
わ
た
る
南
蔵
王
の
湿
原
の
木
道
の
下
水
芭
蕉
咲
く

水
戸
　
光
穂

さ
み
ど
り
の
蕗
摘
み
て
来
て
雨
の
日
は
好
み
の
味
に

じ
っ
く
り
と
煮
る

大
津
　
重
子

か
ご
提
げ
て
昔
の
歌
を
う
た
ひ
つ
つ
登
る
山
路
に
片

栗
の
花

川
村
　
静
恵

待
望
の
春
の
訪
れ
わ
が
畑
に
手
元
踊
ら
せ
野
菜
の
種

を
蒔
く

佐
藤
　
と
く

山
あ
ふ
ぎ
雪
形
を
見
て
の
農
作
業
今
は
昔
の
こ
と
と

な
り
た
る

阿
部
み
さ
子

う
ぐ
ひ
す
の
声
待
ち
居
れ
ば
や
う
や
く
に
卯
月
末
日

初
音
を
聞
き
ぬ

岡
崎
　
澄
子

一
首
目
。
時
節
の
光
景
。
ゆ
っ
く
り
と
虻
の
動

き
へ
絞
り
込
む
よ
う
に
手
際
よ
く
写
し
と
っ
た
。
二

首
目
。
煌
め
く
如
き
価
値
を
原
料
の
入
っ
た
水
槽
か

ら
掬
う
場
面
、「
光
」
と
し
た
の
は
発
見
。
三
首
目
。

山
間
に
は
、未
だ
此
の
よ
う
な
朝
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

作
者
の
や
さ
し
さ
が
、
指
づ
か
い
な
ど
と
共
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

母
の
日
の
仏
の
母
に
灯
を
と
も
す

佐
藤
　
周
子

蕨わ
ら
び

折
り
な
が
ら
眼
は
次
探
す

鈴
木
　
民
子

旅
北
へ
芽
吹
か
ぬ
山
の
増
え
て
来
し

日
下
　
　
文

満
天
の
星
の
ご
と
く
に
蛍
烏
賊

い

か

山
家
　
弘
子

ど
の
花
の
匂
い
も
消
し
て
沈
丁
花

福
原
　
峯
子

緑
陰
に
県
警
停
る
県
境

制
野
　
リ
エ

肩
車
し
て
父
と
子
の
花
見
か
な

大
庭
　
良
子

持
ち
寄
り
し
老
人
会
の
花
菜
漬

川
村
　
静
恵

大
蔵
王
望
む
植
田
に
風
渡
る

高
子
う
こ
ん

球
児
ら
の
朗
報
運
ぶ
春
の
風

水
戸
　
光
穂

一
句
目
。
母
が
逝
っ
て
久
し
い
。
今
年
も
母
の

日
が
来
た
。
母
に
語
り
か
け
つ
つ
灯
明
を
つ
け
る
の

で
あ
る
。
母
を
偲
ぶ
心
。
二
句
目
。
蕨
を
折
り
な
が

ら
次
は
ど
こ
と
目
線
が
動
く
。
蕨
採
り
の
風
景
が
リ

ア
ル
に
か
か
れ
て
面
白
い
。
三
句
目
。
北
へ
の
旅
が

続
く
。
春
な
の
に
ま
だ
芽
吹
か
ぬ
山
々
が
広
が
っ
て

い
る
。
日
本
列
島
は
長
い
。

宇
宙
か
ら
み
れ
ば
ち
い
さ
な
悩
み
で
す

平
間
　
大
恵

負
け
る
の
が
勝
と
昔
は
教
え
た
が

大
庭
　
良
子

半
世
紀
前
他
人
が
選
ん
だ
嫁
が
来
た

高
橋
　
要
一

夫
婦
け
ん
か
脳
活
性
に
効
く
と
云
う

大
沼
　
妙
子

ナ
イ
タ
ー
の
続
き
は
夢
の
中
で
見
る

小
野
嘉
津
子

妻
病
気
料
理
の
苦
労
知
り
ま
し
た

草
野
　
　
清

老
い
の
朝
一
番
鶏
に
負
け
て
い
ず

阿
部
み
さ
子

玄
関
に
春
を
活
け
て
る
巣
立
ち
の
日

米
沢
　
礼
子

減
量
薬
飲
ん
で
死
ぬ
よ
り
デ
ブ
で
よ
い

水
戸
　
光
穂

電
子
投
票
誤
字
の
心
配
ま
る
で
無
し

佐
藤
　
尚
志

一
句
目
。
宇
宙
か
ら
見
れ
ば
地
球
も
太
陽
も
ち

っ
ぽ
け
な
存
在
。
ま
し
て
や
人
の
悩
み
な
ど
、
大
所

高
所
か
ら
も
の
を
見
る
大
切
さ
を
作
者
は
訴
え
て
い

る
。
二
句
目
。
忍
耐
の
価
値
を
教
え
た
も
の
だ
が
、

昨
今
は
有
無
を
言
わ
さ
ず
勝
て
ば
官
軍
で
あ
る
。
三

句
目
。「
好
き
連
れ
は
泣
き
連
れ
」
と
て
、
赤
い
糸

は
他
人
が
結
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板  （７月１日～８月５日） 

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考 
14:30～ 
15:30 図書館 

壽丸屋敷 

ふれあいプラザ 

参加無料  

13頁掲載 

23頁掲載 

13頁掲載 

13頁掲載 

 

13頁掲載 

13頁掲載 

13頁掲載 

14頁掲載 

12頁掲載 

13頁掲載 

12頁掲載 

14頁掲載 

13頁掲載 

参加無料・材料費各自負担 
※申込必要 

参加費500円 

参加費1,700円 
申込終了 
無料・材料持参 
※連絡必要 

参加無料 

無　　料 

参加無料・材料費各自負担 
※申込必要 

参加無料 

お茶券400円 

図書館 
0２６－３００４ 

勤労青少年ﾎｰﾑ 
0２５－３７２０ 

男女共同参画課 
0２２－６０２５ 

ファミリー・サポート・センター 
0２５－５４８８ 

図書館 
0２６－３００４ 
男女共同参画課 
0２２－６０２５ 
図書館 
0２６－３００４ 

男女共同参画課 
0２２－６０２５ 
情報広報課 
0２２－１５００ 

男女共同参画課 
0２２－６０２５ 

あしたば白石（働く婦人の家） 
0２５－５０９５ 
いきいきプラザ 
0２２－１６３５ 

古典芸能伝承の館 
0２５－７９４９ 

参加無料 

参加無料 

参加無料 

ふれあいプラザ 

図書館 

あしたば白石 
（働く婦人の家） 

図書館 

福島県吾妻連峰 
「浄土平」 

いきいきプラザ 

ふれあいプラザ 

あしたば白石 
（働く婦人の家） 

碧水園 

情報センター 
（アテネ） 

おはなしひろば 

ふれあい講座「オトコの食卓」 
対象：男性のみ 

｢EIGOで話そう in 壽丸屋敷｣ part 12

野山の花を観る特別講座 

ふれあい講座「女性のくらし百科」 
対象：女性のみ 

男子厨房に入ろう会 
対象：男性のみ 

手づくり絵本講習会　※8/1も開催 

夏休み子ども会 

アテネまつり 

定期リサイクル教室 
「牛乳パックで作るお菓子箱」 

語りべによる民話のはなし 

碧水園茶会　※7/20も開催 

みんなでしゃべっぺ 
（男と女の井戸端会議）・商業編 

18:30～ 
20:30

10:00～ 
15:00
19:00～ 
20:30
8:00～ 
16:30
10:00～ 
11:30
10:00～ 
12:00
10:00～ 
12:00
  9:30～ 
16:30
  9:30～ 
12:00
10:00～ 
12:00
  9:30～ 
12:00

10:00～ 
12:00

7 月 1 日（火） 

7 月 3 日（木） 

7 月 5 日（土） 

7 月 6 日（日） 

7 月 9 日（水） 

7 月10日（木） 

7 月12日（土） 

7 月13日（日） 

7 月17日（木） 

  

7 月23日（水） 

7 月24日（木） 

7 月25日（金） 

7 月25日（金） 

7 月26日（土） 

3,500円（全席指定） 
※学割半額 

ホワイトキューブ 
0２２－１２９０ ホワイトキューブ アンドレア・グリミネッリの夕べ 18:30開場 

19:00開演 
入場無料 
※出店希望者連絡必要 

いきいきプラザ 
0２２－１６３５ いきいきプラザ いきいきプラザ  フリーマーケット   8:30～ 

12:00

 

7 月18日（金） 
～20日（日） 

歌
　
壇

岩
　
崎
　
聰
之
介
　
選

俳
　
壇

遠
　
藤
　
秋
　
尾
　
選

柳
　
壇

山
　
田
　
風
　
流
　
選

評

評評

体験練習も大歓迎です。 
ぜひ一度能楽堂に！ 

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

ジ ャ
ロ ド の

　白石皐風会は、昨年４月に発足したば

かりの観世流能楽愛好団体です。活動日

は月に３回（主に土・日曜日）、場所は

碧水園能楽堂で、講師には小原地区ゆか

りの若手能楽師小島英明先生を東京から

お招きし、謡と仕舞の稽古をしています。

　年に数回ある発表に向け、小学生から年

配の方まで会員一堂稽古に励んでいます。

　約650年前に成立し、江戸時代には武

家の公式芸能（式楽）だった能は、日本

の文化や教養の宝庫。稽古を重ねるうち

に、自然とかつての日本の姿が見えてく

るようになります。 

　2001年・21世紀になり、ユネスコから

世界無形文化遺産第１号に指定された能

楽を、武家文化の残る城下町白石の地で

学んでみませんか？ぜひ一度、稽古日に

碧水園までお出かけください。 

マイ 
サークル 

白石皐風会 
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　碧　　　水　　　園　0・425-7949 

　皐風会庶務　栗原　0・424-3509

こうふう 

うたい し　 まい 

今月末にオーストラリアに帰ります。白石に来てから
丸２年になりますが、その間、白石市民といろいろな交
流を通じて、少しだけでも外国の文化・言葉などを紹介
できたと思います。
もちろんオーストラリアの事を思い出し、寂しくなっ
てしまった時もありましたが、この２年間は私にとって
大変有意義な経験だったと思います。一緒に仕事をした
人たち、一緒に英会話を楽しく勉強した人たち、一緒に
遊んだ友達の皆さん、ありがとうございました。
オーストラリアに帰って、家族や友達との再会を楽しみ
にしていますが、同時に日本を離れて、ちょっと寂しくな
るだろうと思います。しかし、将来、観光でまた日本に来る
と思いますので、その日を楽しみに待ちたいと思います。
オーストラリアに帰ってから何をするのかまだ分かり
ませんが、やりたいことや行きたい所がたくさんあるの
で、これからの人生も楽しみにしています！
２年間の仕事の内容はいろいろでしたが、一番有意義
だった事は、最近始めた事が多いです。
例えば、去年の10月から市内の保育園と幼稚園に行っ

て子ども達と遊びました。外国人と触れ合う機会のない
子ども達と遊んで楽しかったです。子どものころから、外
国人と接する機会が多ければ、大人になったら外国のこ
とをあまり怖がらないと思って企画しました。今度外国
人に会ったら、じっと見るだけでなく、あいさつでも話しに
行ってください。新しい友達ができるかもしれませんよ。
私の後任の方も、ここで仕事をすることをとても楽し
みにしているそうです。名前はキャサリン・チェンさん
でオーストラリア出身の女性です。私と同じように、
「広報しろいし」のこのようなコーナーを書くことにな
ると思いますので、これからも読んでくださいね。
毎月「国際コーナー」を読んでいただいて、ありがと
うございました。きっと、いつかまた白石を訪問すると
思いますので、その時にまた皆さんに会えることを楽し
みにしています！
では、See you all again someday！

ジャロドの国際コーナーは今月で終了します。
２年間ご愛読ありがとうございました。

市民文芸  
応募方法 
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センターへ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の
併記は不可。毎月15日締め切り。 
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp） 


